
 
 
 
 
 
 
 

－令和５年度－ 

「人権についての県民意識調査」から 

[概要版] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鹿児島県人権啓発キャラクター 

じんちゃん・けんちゃん 

 
＜調査の概要＞ 

１ 調査の方法 

鹿児島県全域を調査対象とし，市町村の住民基本台帳から18歳以上の者 3,000人を無作為抽出し，

令和５年９月19日(調査票発送日)～同年10月31日の期間に，郵送法・無記名式により（回収は郵送と

WEBを併用して）調査しました。 

２ 回収状況 

(1) 調査票配布数 3,000人 

(2) 有効回収数（有効回収率） 1,028 票 （34.3％） 

※ 令和５年度調査は，平成25年度及び平成30年度調査とは，回答項目等に一部変更があります。 

平成25年度，平成30年度調査は，参考のために掲載しています。 

 
 県では「鹿児島県人権尊重の社会づくり条例」（令和４年３月11日施行）に基づき， 

全ての人の人権が尊重される社会づくりに取り組んでいます。 
  

一人一人があらゆる差別は許されないという認識の下，自分の人権のみならず他人の人権についても正しく理解するとともに，人々 

の多様な在り方を認め合うことが重要である。個人の尊厳や多様性が尊重され，あらゆる差別を生み出さない社会の実現は，私たち県 

民の願いである。                                              「県人権尊重の社会づくり条例」前文より抜粋 
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令　和
５年度

平　成
30年度

平　成
25年度

40.1

38.4

34.7

34.1

31.8

33.3

12.7

13.8

15.9

11.5

13.3

13.8

1.6

2.7

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う（どちらかといえばそう思う）

一概には言えない

そうは思わない（どちらかといえばそうは思わない）

わからない

無回答

【上位５位】

とても大切なことである（ど
ちらかといえば大切である）
※1

憲法で守られている（憲法で
基本的人権が規定されてい
る）

自分だけの問題ではない（他
人の人権にも関心がある）※2

むずかしい問題だ（どちらか
といえばむずかしい）

自分にも関係がある（自分の
人権に関心がある）※2

※1　平成30年度以前は「重要な問題である（どちらかといえば重要である）」

※2　平成30年度以前の選択肢に（　）内の文言を追加

69.5

54.1

51.2

46.1

35.8

52.1

54.0

43.5

43.2

30.6

51.6

54.6

42.3

41.1

28.9

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

【上位５位】

　　　障害者

　　　インターネットによる
　　　人権侵害

　　　女性

　　　子ども

　　　高齢者

54.6

53.7

45.5

42.9

40.0

45.1

42.1

38.5

36.0

39.1

37.2

41.2

29.1

32.2

37.6

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

令　和
５年度

平　成
30年度

平　成
25年度

27.6

32.8

38.1

49.6

44.6

40.3

15.4

13.5

12.4

5.4

6.4

6.7

1.9

2.6

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う（どちらかといえばそう思う）

一概には言えない

そうは思わない（どちらかといえばそうは思わない）

わからない

無回答

１ 人権一般 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（注）「１つだけ回答する調査項目」には「SA」,「2つ以上の複数回答ができる調査項目」には「MA」と表示してあります。 

SA: Single Answer の頭文字を使用した略語で， 1 つだけ回答する単数回答のこと。  

MA: Multiple Answer の頭文字を使用した略語で， 2 つ以上回答する複数回答のこと。 

問 「人権」について，どのような印象や感想を

お持ちですか。（MA） 
問 国民一人ひとりの人権意識は，１０年前に比

べて高くなったと思いますか。（SA） 

問 今の日本は，基本的人権が尊重されている社

会だと思いますか。（SA） 
問 関心のある人権問題は何ですか。（MA） 
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【上位５位】

性別による固定的な役割分担
意識（｢男は仕事，女は家庭｣
など）があること※1

学校教育や職場において，進
学や採用，職種・昇進・賃金
など待遇面で男女間格差があ
ること※2

性犯罪の対象となること（ス
トーカー行為・痴漢行為な
ど）

職場で，性的な嫌がらせ（セ
クシュアル・ハラスメント）
を受けること

売買春や風俗営業，アダルト
ビデオ，ポルノ雑誌など，女
性の性を商品化すること

※1　平成30年度以前は「男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事，女は家庭」

    など）を押し付けること」

※2　平成30年度以前は「職場で，職種・昇進・賃金など待遇面で男女間格差が

    あること」

44.6

41.5

38.3

26.0

15.5

37.2

43.3

44.8

29.1

18.8

29.2

35.6

52.6

24.1

21.8

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)
【上位５位】

子ども同士の暴力や仲間はず
れ・無視などのいじめがある
こと

大人から暴力や虐待（身体
的，性的，心理的，育児放棄
等）を受けること

家庭の経済状況が理由で子ど
もの生活や進学，就職等に支
障があること（子どもの貧
困）※1

いじめや体罰，虐待などを見
て見ぬふりをすること

インターネットを使った誹謗
中傷の対象とされること※2

※1　新設した選択肢

※2　平成30年度から追加した選択肢

51.8

33.0

27.6

27.5

26.1

63.1

41.9

38.4

33.9

66.0

42.8

47.8

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

【上位５位】

高齢者が，悪質商法や詐欺，
財産侵害などの犯罪に巻き込
まれること

高齢者というだけで仕事の機
会や職種が制限されること

高齢者が邪魔者扱いされた
り，虐待を受けたりすること

高齢者に対する保健，医療，
福祉などのサービスが十分で
ないこと

道路，乗物，建物などでバリ
アフリー化が十分でないこと

54.3

30.9

26.7

26.3

23.2

58.0

32.7

28.0

28.0

23.3

61.9

36.5

28.6

30.0

21.3

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

２ 様々な人権問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

問 女性に関し，現在，どのような人権問題が起

きていると思いますか。（MA） 
問 子どもに関し，現在，どのような人権問題が

起きていると思いますか。（MA） 

問 高齢者に関し，現在，どのような人権問題が

起きていると思いますか。（MA） 
問 障害者に関し，現在，どのような人権問題が

起きていると思いますか。（MA） 

①①  女女性性  ②②  子子どどもも  

③③  高高齢齢者者  ④④  障障害害者者  

【上位５位】

障害のある人や障害そのもの
について，人々の理解が不足
していること

仕事の機会や職種が制限され
ること

道路，乗物，建物などでバリ
アフリー化が十分でないこと

自立した生活を送るための福
祉サービスが十分でないこと

就職や仕事の内容，待遇で不
利な扱いを受けること

56.1

26.3

22.7

21.8

19.7

58.4

26.6

20.7

21.8

19.8

55.1

29.9

20.0

25.9

20.7

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)
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令　和
５年度

平　成
30年度

平　成
25年度

47.3

45.7

45.6

35.9

37.0

41.4

14.4

14.1

11.1

2.4

3.2

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

くわしくはないが知っている（聞いたことがある）

知らない

無回答

【上位５位】

学校の授業で教わった

家族（祖父母，父母など）か
ら聞いた

テレビ，ラジオ，新聞，本，
インターネットなどで知った

同和問題（部落差別）は知っ
ているが，きっかけは覚えて
いない

職場の人から聞いた

28.5

18.8

15.4

11.2

8.7

24.0

18.9

14.1

14.0

8.2

20.1

21.5

15.4

13.6

9.3

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

問 日本の社会に「同和問題（部落差別）」と言わ

れる問題があることを知っていますか。（SA） 
問 「同和問題（部落差別）」について，初めて聞

いたり知ったりしたのはいつ頃ですか。（SA） 

問 「同和問題（部落差別）」について，初めて聞

いたり知ったりしたきっかけは何ですか。

（SA） 

問 「同和問題（部落差別）」に関し，現在，どの

ような人権問題が起きていると思いますか。

（MA） 

⑤⑤  同同和和問問題題（（部部落落差差別別））  

令　和
５年度

平　成
30年度

平　成
25年度

0.8

0.7

1.3

25.3

25.6

21.6

19.2

18.3

19.1

12.5

11.0

12.0

8.8

8.8

9.1

19.6

23.4

22.3

13.6

12.0

14.2

0.2

0.2

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６歳未満（小学校入学以前） ６歳～１２歳未満（小学生の時）

１２歳～１５歳未満（中学生の時） １５歳～１８歳未満（高校生の時）

１８歳～２０歳未満 ２０歳以上

はっきり覚えていない 無回答

【上位５位】

結婚問題で周囲から反対を受
けること

差別的な言動をされること

就職や職場で不利な扱いを受
けること

身元調査をされること

わからない

44.8

31.9

27.8

25.1

21.4

46.8

35.4

25.7

24.7

25.9

44.3

32.1

25.6

28.1

25.5

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)
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令　和
５年度

平　成
30年度

5.4

3.4

24.2

21.1

68.1

72.2

2.2

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

法律の内容も含めて知っている

内容はよく知らないが，法律ができたことは知っている

知らない

無回答

これまでと変わらず，親しく付き合
う

表面的には変わらず付き合うが，で
きるだけ付き合いを避けるようにす
る

付き合いは，やめてしまう（多分，
やめてしまう）

自分から住居を変わる

近所から出て行ってもらうように仕
向ける

その他

無回答

89.4

6.5

0.4

0.2

0.0

1.3

2.2

86.2

7.6

0.8

0.3

0.0

3.0

2.1

84.3

8.2

0.7

0.3

0.1

1.8

4.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

基本的人権に関わる問題だから，自
分も県民の一人として，この問題の
解決に努力する（努力したいと思
う）

自分ではどうすることもできない問
題だが，大事な問題なので，誰かし
かるべき人が解決してくれると思う
（解決してくれたら良いと思う)

自分ではどうすることもできない問
題だから，成り行きに任せるより仕
方がない（仕方がないと思う）

同和問題（部落差別）はもう存在し
ない（解消された）

同和問題（部落差別）を受けている
地区に関係する人たちだけの問題だ
から，自分とは直接関係がない（関
係がないと思う）

その他

わからない

無回答

33.0

25.4

10.9

7.5

3.2

2.9

15.2

2.0

31.6

24.6

10.6

8.6

2.0

4.2

14.6

3.8

31.9

20.9

9.2

9.0

1.6

3.7

16.0

7.7

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

令　和
５年度

72.2 18.1

3.6 1.4

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもの意志を尊重する

親としては反対するが，子どもの意志が強ければ仕方がない

家族や親戚の反対があれば，結婚は認めない（やめるよう説得する）

絶対に結婚を認めない

無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

問 平成 28 年 12 月に施行された「部落差別の解

消の推進に関する法律（部落差別解消推進

法）」を知っていますか。（SA） 

問 とても親しい人が「同和問題（部落差別）」

を受けている地区の出身ということがわかった

場合，あなたはどうしますか（SA） 

問 お子さんが結婚しようとする相手が，「同和

問題（部落差別）」を受けている地区の出身と

わかった場合，あなたはどうしますか。（SA） 

問 「同和問題（部落差別）」の解決について，

あなたはどう思いますか。（SA） 
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【上位５位】

昔からある偏見や差別意識
を，そのまま受け入れてしま
う人が多いから

同和問題（部落差別）の知識
がなかったり，無関心だった
りする人がいるから

これまでの教育や啓発が十分
でなかったから

落書きやインターネット上な
どで差別意識を助長する人が
いるから

えせ同和行為などにより「同
和問題（部落差別）は怖い問
題である」と思うから

61.5

52.3

28.5

24.2

15.8

64.4

51.6

25.9

21.9

16.8

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

(%)
【上位５位】

行政において，県民が同和問
題（部落差別）を正しく理解
し，人権の大切さが認識でき
るような啓発活動を積極的に
行う

県民自らが，同和問題（部落
差別）を正しく理解し，差別
をしないよう人権意識を高め
る努力をする

学校における同和問題（部落
差別）をはじめとする人権教
育を充実する

家庭においても，親（大人）
が同和問題（部落差別）を正
しく学び，子どもに伝えてい
く

同和問題（部落差別）は，
そっとしておけば，自然にな
くなる

36.5

34.7

31.9

24.8

9.9

38.2

37.5

26.1

26.0

11.3

32.1

36.8

25.3

22.5

11.1

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

【上位５位】

言語が異なるため，保健・医
療・福祉，防災，教育など日
常生活に必要な情報が得にく
いこと

異文化や外国人の人権につい
て，地域社会の理解が十分で
ないこと

就職や職場で不利な扱いを受
けること

外国人が日本語や日本文化を
学ぶための機会が充実してい
ないこと※1

わからない

※1　新設した選択肢

43.2

32.6

24.2

17.2

14.5

45.1

35.7

15.1

19.6

44.0

30.4

14.8

24.4

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

問 「同和問題（部落差別）」を解決するには，ど

のようなことが大切だと思いますか。（MA） 
問 現在もなお「同和問題（部落差別）」が存在す

るのは，なぜだと思いますか。（MA） 

問 日本に居住している外国人に関し，現在，どの

ような人権問題が起きていると思いますか。

（MA） 
 

問 エイズ患者・HIV 感染者やその家族に関し，

現在，どのような人権問題が起きていると思い

ますか。（MA） 

⑥⑥  外外国国人人  ⑦⑦  ＨＨＩＩＶＶ感感染染者者等等  

【上位５位】

差別的な言動をされること

結婚問題で周囲から反対を受
けること

患者や感染者であることを無
断で他人に伝えられること

医療機関で治療や入院を断ら
れること

わからない

32.3

27.5

17.5

16.6

37.6

32.2

34.1

22.9

14.1

36.6

31.6

36.9

19.4

13.5

35.3

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)
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【上位５位】

学校におけるハンセン病問題
に関する教育を充実すること

ハンセン病患者・元患者に対
する社会復帰を促進するため
の支援体制を充実すること

ハンセン病患者・元患者等の
プライバシー保護を徹底する
こと

ハンセン病問題について，ｼﾝ
ﾎﾟｼﾞｳﾑや講座の開催，ﾊﾟﾈﾙの
掲示など,正しく理解する機会
を数多く提供すること

ハンセン病患者・元患者等の
相談体制を充実すること

52.0

34.9

30.6

28.6

19.9

45.8

35.4

28.3

33.0

18.3

46.8

38.4

26.6

33.4

18.2

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)
【上位５位】

犯罪行為によって精神的な
ショックを受けること

報道によってプライバシーに
関することが公表されたり，
取材によって私生活の平穏が
保てなくなったりすること

事件のことに関して，周囲に
うわさ話をされること

警察に相談しても期待どおり
の対応が得られないこと

犯罪行為によって経済的負担
を受けること

57.3

53.1

41.1

21.6

19.7

56.6

56.3

43.1

24.4

16.3

56.8

53.7

38.9

30.0

15.8

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

【上位５位】

特定の人を誹謗中傷する情報
が掲載されること

プライバシーに関する情報が
掲載されること

出会い系サイトなど犯罪を誘
発する場となっていること

差別を助長するような情報が
掲載されること

捜査の対象となっている未成
年者の実名や顔写真が掲載さ
れること

80.5

46.2

40.3

34.3

12.8

72.5

44.9

46.7

29.6

15.4

68.2

44.1

53.4

21.7

12.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 ハンセン病患者・元患者やその家族の人権を守

るために必要なことは，何だと思いますか。

（MA） 

問 犯罪被害者やその家族に関し，現在，どのよ

うな人権問題が起きていると思いますか。

（MA） 

問 インターネット上において，現在，どのよう

な人権問題が起きていると思いますか。（MA） 
 

問 北朝鮮当局によって拉致された被害者等に関

し，現在，どのような人権問題が起きていると

思いますか。（MA） 

⑧⑧  ハハンンセセンン病病患患者者等等  ⑨⑨  犯犯罪罪被被害害者者等等  

⑩⑩  イインンタターーネネッットトにによよるる人人権権侵侵害害  ⑪⑪  北北朝朝鮮鮮当当局局にによよっってて拉拉致致さされれたた被被害害者者等等  

【上位５位】

被害者とその家族は，一緒に
生活するという当然の権利を
奪われていること

身体や居住移転の自由が奪わ
れ，帰国できないこと

未帰還被害者の家族が，被害
者に関する情報を全く得るこ
とができないこと

拉致問題に関する国民の理解
が足りないこと

わからない

63.8

63.5

59.1

23.3

9.6

66.6

62.9

58.9

25.0

9.0

65.3

67.0

61.2

26.0

7.5

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)
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令　和
５年度

57.6 27.6 11.4 3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉の意味も含めて知っている

聞いたことはあるが，意味はわからない

知らない（初めて聞いた）

無回答

【上位５位】

差別的な言動をされること

職場，学校等で嫌がらせやい
じめを受けること

本人の許可なく性的指向を他
人に暴露されること※1

同性同士は婚姻できないこと
※2

就職や職場で不利な扱いを受
けること

※1　平成30年度から追加した選択肢

※2　新設した選択肢

40.2

36.8

32.4

26.3

23.8

42.4

33.6

32.4

21.6

40.9

30.1

22.9

0 20 40 60 80

令和５年度

平成30年度

平成25年度

(%)

【上位５位】

避難生活でプライバシーが守
られないこと

避難生活の長期化によるスト
レスやそれに伴ういさかいが
生じること

要配慮者（障害者，高齢者，
乳幼児等）に対して十分な配
慮が行き届かないこと

支援や被災状況等の必要な情
報が行き届かないこと

被災時の男女のニーズの違い
や身体的性差に対して十分な
配慮が行き届かないこと

59.7

52.6

43.0

24.1

22.0

0 20 40 60 80

令和５年度

(%)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 地震や台風などの災害時において，どのよう

な人権問題が起きると思いますか。（MA） 
問 「ＬＧＢＴ」（エルジービーティー）という言

葉を知っていますか。（SA） 

問 性的指向に関し，現在，どのような人権問題

が起きていると思いますか。（MA） 
 
 

問 「出生時に割り当てられた性別」と「認識す

る性」が一致しないなど性自認（ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｱｲﾃﾞﾝ

ﾃｨﾃｨ）に悩んでいる方に関し，現在，どのよう

な人権問題が起きていると思いますか。(MA） 

⑫⑫  災災害害時時のの人人権権問問題題  ⑬⑬  性性的的指指向向・・性性自自認認（（ジジェェンンダダーー  

アアイイデデンンテティィテティィ））  

【発行元】   

鹿児島県総務部男女共同参画局 人権同和対策課 
   〒890-8577 鹿児島市鴨池新町 10 番 1 号  

    TEL099-286-2573 FAX099-286-5543 E-mail : jinken@pref.kagoshima.lg.jp 

【上位５位】

差別的な言動をされること

職場，学校等で嫌がらせやい
じめを受けること

本人の許可なく性自認（ジェ
ンダーアイデンティティ）を
他人に暴露されること※1

就職や職場で不利な扱いを受
けること

わからない

※1　平成30年度から追加した選択肢

38.6

35.3

27.7

21.7

22.4

38.6

39.1

26.3

22.3

31.2

40.7
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32.9
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